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社会課題の解決に貢献

川崎重工グループの価値創造プロセス

営資源の蓄積と循環経営

● 陸・海・空における
  安心・安全、クリーン、
  快適な移動・輸送手段の提供

● クリーンエネルギーの創出

● 新興国を中心とした
　社会インフラの充実

● 自動化による高齢化・労働力
　不足への対応

「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」

  グローバルな社会課題

川崎重工グループは、世界を取り巻く社会課題に対し、
多様で高度な技術力を駆使して課題解決に貢献することにより、新たな価値を創造し続けます。

● 先進国： 
   高齢化・労働人口の
   減少

● 環境リスクの高まり

● 新興国： 
  社会インフラの不足

● グローバル化に
  伴う移動・輸送の活発化

人的資本
最高品質を追求する技術集団
● 従業員数：35,127人

知的資本
● 120年にわたる経験・ノウハウ
● 広範な領域における高度な技術力
●  研究開発費：436億円

製造資本
グローバルな生産体制
● 設備投資：827億円
● 主要製造拠点  日本：18か所

 海外：21か所

財務資本
● 投下資本：8,379億円

自然資本（単体）
● エネルギー使用量（原油換算合計）

  15.7万kl
● 原材料（鋼材）素材としての購入量

  14万トン

社会/関係資本
● Kawasaki ブランド
● 長年蓄積された取引先との信頼

戦略と事業ビジョン 創出する社会価値主なアウトプット (2016年度実績）川崎重工グループの経営資源 (2016年度実績）

グループミッション実現

利益剰余金当期増加額

支払配当額 

支払利息

提供価値から、お取引先、従業員、
社会、政府・行政を控除した額

法人税・住民税および事業税

社会貢献支出額
給与および賞与等

事業コスト
（従業員、社会、政府・行政を除く）

企業内部等 78

株主 100

債権者 28

政府・行政 74
社会 8

従業員 2,372

お取引先 12,525

創出価値
207

提供価値（売上高）15,188

● 税引前ROIC 5.0%

● ROE　     6.0%

創出価値およびステークホルダーへの価値配分
(億円)

● 生産活動によるCO2排出量
  （単体）

                32.1万トン
● 製品貢献によるCO2削減量
  （単体）          89.8万トン

Our approach towards sustainable 

value creation

※   ＲＯＩＣ： Return On Invested Capital、事業に投下した資本に対して、
どれだけの利益を上げているのかを図る指標

Kawasaki-R-ROIC経営

Kawasaki
地球環境ビジョン2050
環境経営活動

詳細はp9、51

詳細はp7

詳細はp15

詳細はp43 詳細はp19、47

コーポレート・
ガバナンス

人財の育成と活用
働き方改革

● 「Kawasaki-ROIC※経営」
のさらなる推進

方針
● 中長期的な
成長に
向けた投資

● 事業構造の変革

● 収益性・安定性・
成長性を重視した
事業ポート
フォリオの構築

● Sub-BUや製品単位まで
ブレイクダウンした縮小・
撤退戦略の明確化

● 総合経営を活かしたシナジー効果の追求に
よる新たな価値創造

● ROICを中心としたあるべき財務指標の
設定と具体的な達成シナリオの策定

● ビジネスユニット（BU）単位の
コアコンピタンスの強化を通じた
成長戦略の立案・実施

アフター
サービス技術開発 設計企画 調達 生産 納入・販売




